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7週齢Fisher34 ラットのMSC を初期培養後、トリプシン処理して作製した細胞浮遊液を、 10cm 径培養皿lこ1 X 104cels 
/cm 2の細胞濃度で播種し、デキサメタゾンとアスコルビン酸含有培地で2次培養を行い、 14 日後スクレーパーを用いて
シート状に採取した。同じ細胞浮遊液を1X 1Q 6ce l s/mlに調整し、 5m 径の円盤状 s-TCP に組み合わせた複合体をさ
らに14 日間培養し培養人工骨群 (C 群)とした。この培養人工骨と細胞シートを組み合わせたものをシート措養人工骨
群 (SC 群)、 s-TCP に細胞シートのみをラップしたものをシート群 (S 群)とした。これら 3群をラットの背部皮下に移植し(
各群n=6) 、4週間後に摘出して組織学的 (H-E 染色)、生化学的に骨形成を評価した。大腿骨欠損モデルとして、ラッ
トの大腿骨に骨欠損を作製し、径5m 高さ5m の円柱状 s-TCP で作製した培養人工骨を左大腿に移植、措養人工骨と
細胞シートの組み合わせを右大腿骨に移植した(n=5) 。これらを経時的にXP 評価をおこない、 8週後に大腿骨を摘出
し組織学的、 μCT 、力学的(圧縮試験)に評価をおこなった。
S群は人工骨周囲に骨形成を認めた。 SC 群は人工骨気孔内および周囲に骨形成を認めた。 S群およびSC 群のALP 活
性およびオステオカルシン値はC群と比べ有意に高値であった。大腿骨欠損モデルでは措養人工骨単独で骨癒合は
得られなかった。培養人工骨と細胞シートの組み合わせでは、大腿骨を架橋する連続した仮骨が見られた群と架橋し
ない群がみられた。連続した仮骨がみられた群では培養人工骨単独群および梨橋しない群と比較して優位に圧縮強
度が高かった。
培養人工骨を細胞シートと共に移植することでより多くの細胞を搭載することが可能となり、さらなる骨形成能を付与
することができた。大腿骨欠損モデルにおける培養人工骨移植時にも細胞シートを用いることで早期に骨形成が得ら
れたため、腫虜や外傷などの骨欠損症例に対して臨床応用できる可能性が示唆された。
